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　ライトアップされているのは、秋田内陸線の

前身、旧国鉄阿仁合線を走っていた蒸気機関車

Ｃ１１。昭和２２年に阿仁合線に配置され地域

開発の原動力として２７年間活躍しました。

　ライトアップされているのは、秋田内陸線の

前身、旧国鉄阿仁合線を走っていた蒸気機関車

Ｃ１１。昭和２２年に阿仁合線に配置され地域

開発の原動力として２７年間活躍しました。

車体側面の電飾パネル
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

▲阿仁吉田・特設競技場で行われた

アーチェリー競技 

▲成年女子9人制決勝、秋田対兵庫戦 

（鷹巣体育館でのバレーボール競技） 

▲少年男子フルーレ決勝、秋田対神

奈川戦（合川体育館でのフェンシング競技） 

▲ゴール直前での力走（森吉山特設

コースでの山岳縦走競技） 

▲巨大ウォールに挑む山岳クライミン

グ競技の選手。（森吉スポーツ公園） 

２
０
０
７
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
７
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
７
年
を
振
り
返
っ
て

わ
か
杉
国
体
、
本
市
で
４
競
技
開
催 

９
・
17
豪
雨
で
甚
大
な
被
害 

　
平
成
19
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
３
年
目
の
今
年
は
、
行
政
組
織
の
合
理
化
と
事
務
事
業
の
効
率
化
を
目
ざ
す
行
財
政
改
革
と
並
行
し
な
が
ら
、

当
面
の
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
全
市
規
模
で
推
進
さ
れ
た
新
し
い
営
農
組
織
体
の
結
成
を
は
じ
め
、
市
の
観
光
宣
伝
の
拠
点
と
な
る
「
観
光
案
内

所
」
の
新
設
、
誘
致
企
業
や
大
型
商
業
施
設
等
の
進
出
・
立
地
の
促
進
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
振
興
の
先
導
役
と
な

る
事
業
の
進
展
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、「
北
秋
田
市
民
病
院
」
の
本
体
建
設
工
事
が
い
よ
い
よ
着
手
さ
れ
、
21
年
秋
の

開
院
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
阿
仁
病
院
は
常
勤
医
師
の
減
員
で
入
院
病
床
の
休
床
と
い
う
事
態
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
特
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
に
脳
裏
に
刻
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
甚
大
な
天
災
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
開
催
か
ら
、
多
く
の
市
民
の
参
画
に
よ
る
大
き
な
感
動
を
得
た
一
方
、
未

曾
有
の
豪
雨
災
害
か
ら
は
、
改
め
て
自
然
の
怖
さ
と
よ
り
強
固
な
防
災
活
動
の
重
要
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
年
間
の
様
々
な
市
政
と
市
民
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
昭
和
36
年
以
来
の
秋
田
県
で
の
開
催
と

な
っ
た
第
62
回
国
民
体
育
大
会（
秋
田
わ
か

杉
国
体
）は
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
の
間
、
秋
田
県
下
19
市
町
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
は
初
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
二
つ

を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
、
９
月
19
日
に
「
阿
仁
マ
タ

ギ
の
火
」
の
採
火
を
行
っ
た
後
、「
成
年
女

子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
、
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
」、「
山
岳（
縦
走
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）」、

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
」
の
４
種
目
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
民
泊
の
受
入
れ

や
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
く
の
市

民
の
参
画
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
成
功

裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
大
勢
の
市
民
ら
の
声
援
を
受
け
て
秋
田

県
チ
ー
ム
の
活
躍
も
光
り
ま
し
た
。
山
岳

縦
走
競
技
の
成
年
男
女
の
優
勝
と
少
年
男

女
の
準
優
勝
に
続
き
、
成
年
女
子
の
９
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
少
年

男
子
フ
ル
ー
レ
、
同
成
年
女
子
フ
ル
ー
レ

も
そ
れ
ぞ
れ
制
覇
し
ま
し
た
。 

　
特
に
、
北
秋
田
市
勢
が
出
場
し
た
山
岳

縦
走
競
技
の
成
年
・
少
年
女
子
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
少
年
男
子
の
活
躍
は
、
市
民
に
大

き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
大
会
に
先
駆
け
て
２
月
に
鹿

角
市
で
行
わ
れ
た
冬
季
大
会
で
は
、
本
市

出
身
の
小
林
範
仁
選
手
と
湊
祐
介
選
手
の

２
人
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
で
優
勝
、

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
ほ
か
、
少
年
男

子
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
複
合
競
技
な

ど
で
多
く
の
入
賞
者
を
出
し
て
、
天
皇
杯

獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

   

  

　
台
風
11
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
や
前

線
の
影
響
に
よ
り
、
９
月
16
日
か
ら
17
日

に
か
け
て
東
北
地
方
に
大
雨
が
降
り
、
本

市
で
も
17
日
未
明
か
ら
24
時
間
で
降
っ
た

雨
は
観
測
史
上
最
大
を
記
録
、
阿
仁
川
や

米
代
川
流
域
で
河
川
が
氾
ら
ん
し
、
浸
水

や
土
砂
災
害
、
農
業
災
害
な
ど
の
甚
大
な

被
害
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
特
に
床
上
浸
水
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を

受
け
た
森
吉
地
区
の
前
田
、
大
渕
集
落
な

ど
で
は
、
泥
ま
み
れ
と
な
っ
た
家
の
中
の

清
掃
作
業
や
、
浸
水
し
使
え
な
く
な
っ
た

家
財
道
具
、
泥
な
ど
の
撤
去
に
１
週
間
以

上
の
日
数
を
費
や
し
ま
し
た
。 

　
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
も
膨
大

な
量
と
な
り
、
臨
時
集
積
所
と
な
っ
た
阿

仁
前
田
河
川
敷
に
は
電
化
製
品
、
家
具
、

布
団
な
ど
の
家
財
道
具
が
う
ず
た
か
く
積

も
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
見
せ
付
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
被
害
で
、
県
は
災
害
救
助
法
を
適

用
し
、
本
市
で
も
災
害
総
合
相
談
窓
口
を

各
支
所
及
び
前
田
出
張
所
、
そ
の
後
災
害

復
旧
支
援
室
を
森
吉
支
所
内
に
設
置
し
て
、

今
な
お
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
11
月
21
日
現
在
で
の
被
害
状
況
は
、

死
者
、
行
方
不
明
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
で
、

住
家
被
害
で
は
、
全
・
半
壊
２
１
４
棟
、

床
上
・
床
下
の
浸
水
１
７
８
棟
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
農
用
地
で
は
、
水
田
の
冠

水
が
２
１
０
０
ha
以
上
に
も
及
び
、
道
路
・

橋
梁
・
河
川
に
お
い
て
も
合
わ
せ
て
１
３
１

箇
所
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
被
害
額
は
、
公
共
施
設（
農
林
、

水
産
、
土
木
等
の
各
施
設
）で
約
34
億
５
千

万
円
、
農
林
水
産
及
び
商
工
関
連
に
お
い

て
は
、
お
よ
そ
10
億
７
千
万
円
強
と
な
っ

て
お
り
、
国
や
県
の
補
助
金
を
含
め
た
市

の
膨
大
な
災
害
対
策
予
算
が
組
ま
れ
、
早

期
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
　 

　
冬
季
国
体
複
合
競
技
で
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
る
湊
祐
介
選
手
と
小
林
範
仁

選
手（
後
） 

▲
 

崩落した105号・新荒瀬橋 避難先で不安な一夜を過ごす市民 

氾濫で街路に残された泥とがれきや流木（前田地区） 冠水した鷹巣川井堂川線（合川地区） 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 
  

１
日
　
第
26
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／ 

倉
ノ
山
元
旦

登
山
／ 

門
舞
い（
獅
子
舞
）  

２
日
　
大
太
鼓
叩
き
初
め  

４
日
　
市
消
防
出
初
式  

13
日
　
防
犯
指
導
隊
・
交
通
指
導
隊
査
閲
式 

　

／ 

樹
氷
ま
つ
り（
〜
３
月
４
日
）  

15
日
　
雪
中
田
植
え
／ 
ど
ん
と
祭
り  

22
日
　
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
た
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会
で
湊
祐
介
選
手（
阿

仁
出
身
）
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
ス
プ
リ
ン

ト
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得 

23
日
　
北
秋
田
特
選
食
材
共
同
購
入
会
設
立
総
会 

30
日
　
継
続
的
商
品
共
同
購
入
に
関
す
る
基
本

協
定
調
印
式 

   １
日
　
雪
中
稲
刈
り
／ 

厄
払
い 

３
日
　
ふ
る
さ
と
食
の
つ
ど
い
in
森
吉
・
阿
仁 

10
日
　
第
13
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
（
〜
11
日
）

／
第
62
回
国
民
体
育
大
会「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

冬
季
大
会
開
幕（
〜
13
日
） 

24
日
　
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

／
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
at
あ
に 

25
日
　
第
27
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
／ 

ま

ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

   

６
日
　
３
月
定
例
議
会（
〜
23
日
） 

９
日
　
鷹
巣
南
、
阿
仁
中
学
校
卒
業
式 

10
日
　
鷹
巣
、
合
川
、
森
吉
中
学
校
卒
業
式
／ 

第
２
回
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム      

16
日
　
高
鷹
大
学
卒
業
・
閉
講
式
／ 

鷹
巣
西
、

綴
子
、
鷹
巣
、
鷹
巣
東
、
鷹
巣
中
央
、
鷹
巣
南
、

竜
森
、
合
川
東
、
合
川
西
、
合
川
南
、
合
川
北
、

米
内
沢
、
浦
田
、
前
田
、
阿
仁
合
、 

大
阿
仁

小
学
校
卒
業
式      

17
日
　
鷹
巣
南
中「
竜
森
寮
」閉
寮
式      

20
日
　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
修
園
祭
／ 

鷹
巣

北
幼
稚
園
閉
園
式      

21
日
　
合
川
万
灯
火 

23
日
　
森
吉
ス
キ
ー
場
・
森
吉
ヒ
ュ
ッ
テ
廃
止

決
定      

25
日
　
竜
森
保
育
園
閉
園
式 

        １
日
　
掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
ふ
れ
あ

い
の
館
」竣
工
式
／ 

市
消
防
団
・
婦
人
消
防

隊
放
水
訓
練
／ 

認
定
子
ど
も
園「
し
ゃ
ろ
ー
む
」

開
園
／ 

鷹
巣
北
・
西
幼
稚
園
を
統
合
し
た「
た

か
の
す
幼
稚
園
」開
園      

３
日
　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
入
園
祭      

４
日
　
森
吉
中
学
校
入
学
式      

５
日
　
鷹
巣
南
、
合
川
、
阿
仁
中
学
校
入
学
式
、

鷹
巣
中
央
、
鷹
巣
南
、
竜
森
、
合
川
東
、
合

川
西
、
合
川
南
、
合
川
北
、
米
内
沢
、
浦
田
、

前
田
、
阿
仁
合
小
学
校
入
学
式 

６
日
　
鷹
巣
中
学
校
入
学
式
、
鷹
巣
西
、
綴
子
、

鷹
巣
、
鷹
巣
東
、
大
阿
仁
小
学
校
入
学
式 

     

８
日
　
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
／ 

あ
ゆ
の

里
神
成
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式      

21
日
　
第
45
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
／ 

第
56
回
鷹
巣
中
央

公
園
桜
祭
り（
〜
30
日
）／    

阿
仁
さ
く
ら
植
樹
祭      

28
日
　
庄
司
俊
蔵
氏（
新
田
目
）が
業
務
精
励
で

黄
綬
褒
章
、
奥
山
芳
寿
氏(

本
城
）が
更
生
保

護
功
績
で
藍
綬
褒
章
受
章 

29
日
　
梅
邑
長
之
助
氏（
阿
仁
吉
田
）が
地
方
自

治
功
労
で
旭
日
双
光
章
、
金
勝
助
氏（
本
城
）

が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
受
章
　 

   

１
日
　
阿
仁
病
院
入
院
病
床
休
止 

２
日
　
鷹
巣
放
牧
場
入
牧
式 

３
日
　
森
吉
山
山
開
き 

８
日
　
中
央
シ
リ
カ
㈱
30
周
年
記
念
式
典 

10
日
　
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
入
学
式 

18
日
　
高
鷹
大
学
開
講
式
／ 

ク
ラ
ウ
ン
メ
タ
ル

プ
レ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
㈱
竣
工
式  

19
日
　
米
代
川
河
川
公
園
花
壇
記
念
植
栽
会 

20
日
　
第
32
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹 

21
日
　
市
防
災
訓
練
／ 

森
吉
大
学
開
講
式 

23
日
　 

生
き
活
き
大
学
開
講
式 

25
日
　
プ
レ
植
樹
祭「
み
ど
り
の
集
い
」 

26
日
　
全
国
植
樹
祭
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ（
〜
27
日
） 

27
日
　
第
21
回
東
京
圏
あ
に
会
総
会 

   

１
日
　 

竜
ケ
森
山
開
き
／ 

太
平
湖
湖
水
開
き
／ 

ノ
ロ
川
牧
場
入
牧
式 

２
日
　
市
民
プ
ー
ル
開
設
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
／ 

花
の
百
名
山
森
吉
紀
行（
〜
８
月
19
日
） 

３
日
　
大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練
／ 

第
23 

　
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り 

４
日
　
６
月
定
例
議
会（
〜
21
日
） 

９
日
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
山
岳
競
技
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会 

   

１
日
　
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り（
〜
15
日
） 

14
日
　
第
16
回
米
代
川
花
火
大
会
／ 

大
太
鼓
祭

り（
〜
15
日
） 

19
日
　
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
子
ど
も

交
流
団
が
来
市 

22
日
　
第
15
回
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 

27
日
　
韓
国
木
浦
共
生
園
の
園
児
ら
が
来
市 

29
日
　
第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

31
日
　
ヤ
ン
グ
市
民
と
市
長
と
の
懇
話
会 

   

４
日
　
や
る
べ
シ
ョ
ッ
プ
１
周
年
イ
ベ
ン
ト
夏
祭
り  

５
日
　
２
０
０
７
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
鮎
カ

ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ
プ   

７
日
　
第
21
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り 

14
日
　
第
27
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
／
第
36

回
合
川
ま
と
び
／ 

第
51
回
市
民
盆
踊
り
大
会

（
〜
15
日
）／ 

根
子
番
楽 

15
日
　
市
成
人
式
典   

16
日
　
第
45
回
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し
・
異

人
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル   

26
日
　
第
２
回
市
民
俗
芸
能
大
会 

31
日
　
９
月
定
例
議
会（
〜
９
月
20
日
）   

 

２
月

２
月

Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

３
月

３
月

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

４
月

４
月

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

５
月

５
月

Ｍ
Ａ
Ｙ

６
月

６
月

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ

７
月

７
月

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｙ

８
月

８
月

Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

　秋田県唯一の寄宿

舎「竜森寮」が閉寮

しました。（３月17日） 

▲ 

▲夜空を華やかに彩った「た

なばた火まつり」（８月７日） 

▲全国植樹祭を１年後に控え行われた「全国

植樹祭記念フェスティバル」（５月26日） 

▲色鮮やかなあじさいと歌謡ショー

やゲームを楽しんだ「あじさいまつ

り」（７月22日） 

　餅の販売や各種

イベント、総勢

６００人のふるさ

と踊りなどで終日

にぎわいを見せた

「ふるさと踊りと

餅っこ祭り」（６月

３日） 

▲
 

▲実行委員会が立ち上げられ行われた米

代川花火大会（７月14日） 

▲集落内の各家々を廻り、１年の災厄を払う

伝統行事「門舞い」（１月１日） 

▲連休も含め期間中は家族連れや行楽客など

多くの見物客で賑わった桜祭り（４月21日～

30日） 

１
月

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

１
月

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪

中
稲
刈
り
」（
２
月
１
日
） 

▲
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古
来
の
「
千
本
搗
き
」「
蛸
搗
き
」
な

ど
を
行
い
盛
立
の
完
了
を
祝
い
、
23
年

度
の
完
成
に
向
け
さ
ら
な
る
整
備
促
進

を
願
っ
た
「
森
吉
山
ダ
ム
堤
体
盛
立
完

了
式
」（
10
月
19
日
） 

  

１
日
　
市
内
４
遺
跡
発
掘
調
査
合
同
見
学
会 

 

２
日
　
大
館
北
秋
田
支
部
防
災
訓
練  

　
／ 
第
５
回
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り   

８
日
　 

第
７
回
縄
文
ま
つ
り      

９
日
　
あ
き
た
北
空
港
フ
ェ
ス
タ
／ 

第
３
回
市

発
明
工
夫
展
／ 
阿
仁
合
小
２
分
の
１
成
人
式 

17
日
　
記
録
的
な
豪
雨
が
本
市
を
直
撃
。
阿
仁
川
・

米
代
川
の
氾
ら
ん
で
甚
大
な
被
害 

19
日
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
炬
火
採
火
式      

29
日
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
幕（
〜
10
月
９
日
）  

   

１
日
　
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
紅
葉
の
森
吉

山
鑑
賞（
〜
11
月
４
日
） 

12
日
　
秋
田
国
際
木
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会（
〜

22
日
）／ 

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
in

北
秋
田
市（
〜
14
日
） 

13
日
　
第
１
回
阿
仁
の
食
と
芸
能
フ
ェ
ス
タ
／

北
欧
の
杜
公
園
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
（
〜

14
日
）／ 

鷹
巣
高
校
創
立
40
周
年
記
念
式
典 

14
日
　
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
in
北

欧
の
杜 

17
日
　
市
推
奨
認
定
特
産
品
審
査
会
27
品
目
を

認
定 

19
日
　
森
吉
山
ダ
ム
堤
体
盛
立
完
了
式
典 

20
日
　
第
20
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
／ 

ひ
ま
わ
り

の
家
15
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト（
〜
21
日
） 

22
日
　
比
内
地
鶏
の
美
味
い
店
旗
揚
げ
式 

27
日
　
第
２
回
市
産
業
祭（
〜
28
日
） 

28
日
　
第
21
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会 

      

１
日
　
公
立
米
内
沢
病
院
療
養
病
床
一
部
休
止 

２
日
　
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
／ 

第
２
回
市
文

化
祭（
〜
４
日
）奥
森
吉
賛
歌
発
表 

３
日
　
全
国
植
樹
祭
記
念
事
業
阿
仁
地
区
記
念

植
樹
／ 

北
林
照
助
氏（
米
内
沢
）が
地
方
自
治

功
労
で
旭
日
中
綬
章
、
秋
元
哲
郎
氏（
鷹
巣
）

が
教
育
功
労
で
瑞
宝
小
綬
章
、
白
澤
昭
喜
氏（
桂

瀬
）
が
地
方
自
治
功
労
で
瑞
宝
双
光
章
、
杉

渕
繁
氏（
増
沢
）が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章

受
章 

４
日
　
軽
ト
ラ
ッ
ク
市 

28
日
　
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会 

30
日
　
12
月
定
例
議
会（
〜
12
月
19
日
） 

 

  

４
日
　
民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
辞
令
交
付
式 

５
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
起
工
式 

10
日
　
阿
仁
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

11
日
　
移
動
行
政
懇
談
会（
合
川
地
区
） 

　
森
吉
地
区（
17
日
）／
阿
仁
地
区（
20
日
）／
鷹

巣
地
区（
25
日
） 

14
日
　
市
内
３
商
工
会
合
併
調
印
式 

20
日
　
米
内
沢
ス
キ
ー
場
開
き 

25
日
　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き 

▲国体炬火採火式で、種火は「マイギリ」
という摩擦熱を利用する道具を用い縄文ス
タイルで採火しました（９月19日） 

　「秋田国際木
彫シンポジウム」
が北欧の杜公園
を会場に行われ
ました。 
（10月12日） 

▲
 

災害支援

９
月

９
月

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

10
月

10
月

Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

11
月

11
月

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

12
月

12
月

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

▲ 

　
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ

た
「
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
」（
11
月
４
日
） 

▲市民病院の起工
式。鍬入れを行い
工事の安全を祈願 
（12月５日） 

豪
雨
災
害
の
復
旧
を
願
い 

　
松
岡
美
代
治
／
北
秋
田
市
ゴ
ル
フ
協
会
／
東
北
市

長
会
／
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
／
さ
か
い
屋
／
秋
田

県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
／
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト

／
山
岳
競
技
栃
木
県
選
手
団
／
日
本
山
岳
協
会
・
秋

田
県
山
岳
連
盟
／
愛
媛
県
山
岳
競
技
選
手
／
新
潟
県

山
岳
協
会
／
兵
庫
県
山
岳
連
盟
／
(社)
日
本
山
岳
協
会

常
務
理
事
会
／
国
体
山
岳
競
技
成
年
女
子
／
不
動
院

／
佐
藤
史
郎
／
Ｔ
Ｄ
Ｋ
バ
レ
ー
部
／
バ
レ
ー
国
体
出

場
チ
ー
ム
／
東
北
電
力
㈱
／
㈱
フ
ジ
モ
ト
／
鷹
巣
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
県
北
ゴ
ル
フ
鉄
人
協
会
／
山
形

恒
太
郎
／
全
国
市
議
会
議
長
会
／
(社)
全
国
市
有
物
件

災
害
共
済
会
東
北
支
部
／
(社)
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
／
秋
田
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
／
鷹
巣
十
日
会
／
「
内
陸

線
を
応
援
し
よ
う
」
有
志
／
秋
田
県
北
部
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
／
コ
ー
ル
も
り
よ
し
合
唱
団
一
同
／

合
唱
祭
受
付
募
金
箱
／
北
秋
田
市
合
川
民
生
児
童
委

員
協
議
会
／
東
光
グ
ル
ー
プ
／〔
同
〕社
員
一
同
／
白

澤
昭
喜
／
自
治
労
連
秋
田
県
本
部
／
秋
田
魁
新
報
社

／
表
千
家
同
門
会
秋
田
県
支
部
／
日
本
財
団
笹
川
医

学
医
療
研
究
財
団
ラ
イ
フ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
／
阿
仁
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
／
成
徳
仕

出
し
店
／
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
／〔
同
〕参
加
者
募

金
／
第
54
回
秋
田
県
母
親
大
会
参
加
者
一
同
／
鷹
巣

中
学
校
生
徒
会
／
北
秋
田
市
鷹
巣
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
／
合
川
地
区
美
栄
集
落
婦
人
会
／
若
尾
耕

一
／
秋
田
県
美
容
組
合
北
秋
支
部
／
〔
同
〕
組
合
員

友
の
会
有
志
／
自
由
民
主
党
森
吉
支
部
支
部
／
米

内
沢
共
睦
会
／
北
秋
田
食
品
衛
生
協
会
秋
田
わ
か

杉
国
体
弁
当
納
入
業
者
／
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
／

(財)
全
国
市
町
村
振
興
協
会
／
長
崎
県
島
原
市
／〔
同
〕

市
議
会
／
勝
井
勝
丸
／
北
海
道
池
田
町
／
鷹
巣
医

師
団
／
米
村
薫
・
哲
子
／
合
川
高
校
生
徒
会
／
田

中
フ
ァ
ー
ム
／
ス
プ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
／
(財)
日
本

民
謡
協
会
秋
田
鷹
巣
支
部
／
小
沢
田
部
落
会
／
森

吉
民
生
児
童
委
員
協
議
会
／
北
秋
田
市
遊
技
場
組

合
／
阿
仁
弓
道
ク
ラ
ブ
／
山
二
施
設
工
業
㈱
／
マ

ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
親

交
会
／
秋
田
県
共
同
募
金
会
・
日
赤
秋
田
支
部
／

佐
々
田
信
幸
／
石
丸
雅
浩
／
古
川
さ
だ
子
／
鍋
島

信
子
／
佐
藤
実
／
草
野
龍
郎
／
岩
間
吉
法
／
田
中

孝
和
／
大
関
美
知
子
／
瀧
良
孝
（
維
久
子
）
／
眼
目

栄
／
　
辻
シ
ヅ
／
木
村
真
澄
／
伊
藤
寿
賀
子
／
杉

本
賀
代
子
／
桜
庭
稔
／
高
橋
せ
つ
子
／
井
上
勉（
民

子
）／
森
田
主
税
／
佐
藤
誠
一
／
大
日
向
美
佐
子
／

明
田
博
／
石
川
豊
／
大
穂
堅
一
／
東
京
あ
に
会
／

河
合
道
／
秋
田
勉
／
和
田
修
司
／
福
永
晋
士
／
岡

本
幸
裕
／
小
玉
浜
子
／
中
山
孝
治
／
阿
部
修
／
　

橋
輝
彦
／
秋
田
屋
敷
田
郵
便
局
／
嶋
田
邦
子
／
榊

原
健
也
／
嵯
峨
亜
希
子
／
三
浦
昭
一
／
秋
林
鐘
子

／
早
川
裕
子
外
７
名
／
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
連
盟
／
中
野
幸
恵
／
田
口
徳
久
／
今
野
弘
子
／

武
田
俊
子
、
泰
治
郎
／
竹
田
昌
弘
／
葛
飾
堀
切
一

郵
便
局
／
冨
谷
茂
樹
／
舘
山
節
子
／
細
谷
一
彦
／

木
村
美
和
子
／
　
橋
輝
彦
／
西
田
洋
子
／
焼
鳥
川

名
／
小
野
レ
ツ
子
／
山
下
正
昭
／
伊
藤
電
気
管
理

事
務
所
／
近
藤
雅
秋
／
畠
山
俊
智
／
松
田
孫
明
／

(資)
竹
内
製
作
所
／
田
村
喜
勇
／
丸
山
郁
代
／
　
森

隆
一
／
　
森
万
千
子
／
　
森
立
夫
／
　
森
豊
／
　

森
光
正
／
須
藤
正
喜
／
水
谷
昭
三
／
小
熊
喜
六
／

佐
藤
明
子
／
宇
田
雅
史
／
遠
藤
幸
作
／
高
階
得
三

／
畠
山
照
子
／
芹
沢
青
雄
／
柏
木
宏
太
／
工
藤
正

昭
／
清
水
愛
子
／
猿
田
勇
／
荒
川
航
輝
／
　
久
秀

子
／
川
島
真
由
美
／
土
井
純
一
郎
／
最
上
タ
カ
／

石
井
久
美
子
／
片
野
文
男
／
関
イ
マ
／
㈱
妙
徳
／

新
見
竜
由
／
鹿
角
陶
芸
普
及
協
会
／
山
内
利
公
／

佐
藤
章
／
伊
川
武
志
／
加
藤
英
子
／
古
川
フ
キ
／

吉
原
睦
子
／
大
内
誠
／
奥
山
亮
子
／
鳴
海
千
代
子

／
吉
田
正
博
／
秋
保
和
子
／
稲
垣
香
子
／
湊
秀
雄

／
松
藤
ミ
ト
リ
／
滝
澤
将
弘
／
滝
澤
幸
子
／
山
岡

み
ゆ
き
／
清
水
俊
一
／
福
田
揖
子
／
助
川
正
道
／

熊
澤
将
樹
／
小
山
マ
ツ
子
／
小
山
清
悦
／
木
村
吉

三
／
佐
々
木
恵
子
／
三
浦
兼
雄
／
小
林
則
夫
／
安

宅
容
子
／
鎌
田
栄
子
／
樫
尾
秀
利
／
鈴
木
美
奈
子

／
阿
仁
屋
清
子
／
阿
仁
屋
節
雄
／
田
村
郁
子
／
深

沢
靖
／
鈴
木
美
奈
子
／
佐
藤
由
松
／
清
澤
龍
雄
／

黒
澤
博
志
／
堀
口
隆
誠
／
藤
田
幸
三
／
田
中
紀
美

子
／
成
田
雅
彦
／
堀
井
和
子
／
蒼
龍
寺
仏
教
婦
人

会
／
大
館
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
／
小
林
崇
子
／
佐
々

木
昭
雄
／
横
手
城
南
高
等
学
校
／
小
山
知
恵
／
伊

東
琢
郎
／
旭
公
民
館
／
澤
一
廣
／
(社)
芳
徳
会
親
和

会
／
近
藤
昌
子
／
第
３
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大

会
募
金
／
シ
ラ
カ
ワ
ヨ
シ
ミ
ツ
／
イ
ト
ウ
テ
イ
コ

／
ム
ト
ウ
ノ
ブ
ヨ
リ
／
ヨ
ネ
ク
ラ
ジ
ュ
ン
コ
／
テ

ヅ
カ
タ
カ
ヒ
コ
／
ア
タ
ク
タ
ケ
オ
／
ミ
ナ
ト
ヤ
タ

カ
オ
／
イ
ト
ウ
ト
シ
コ
／
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
カ
ズ
ミ
／

ク
マ
チ
フ
ジ
オ
／
イ
シ
ヤ
マ
マ
サ
コ
／
秋
田
県
北

部
家
畜
保
健
衛
生
所
／
コ
ン
ダ
メ
グ
ミ
／
オ
ノ
ヒ

ロ
シ
／
サ
ト
ウ
ジ
ュ
ン
イ
チ
／
コ
ン
ル
ミ
／
男
鹿

市
船
川
港
ニ
シ
ホ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ョ
ウ
／
ア
ゲ

マ
キ
カ
イ
ア
ラ
ヤ
シ
ブ
／
サ
ト
ウ
ユ
ウ
イ
チ
／
サ
ト

ウ
ハ
ル
エ
／
イ
ズ
ミ
タ
エ
コ
／
セ
イ
チ
ョ
ウ
ノ
イ
エ

ア
キ
タ
ケ
ン
キ
ョ
ウ 

 

　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部
／
秋
田
市
役
所
／
ア

ッ
プ
ル
企
画
㈲
／
大
仙
市
役
所
／
森
吉
山
ダ
ム
第
１

Ｊ
Ｖ
／
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
／
日
清
食
品
／
北
秋

田
建
設
業
協
会
／
秋
田
県
看
護
協
会
北
秋
田
地
区
支

部
／
佐
野
薬
品
㈱
／
石
川
禅
／
ジ
ャ
ス
コ
／
秋
田
ギ

フ
ト
㈱
／
東
名
化
学
工
業
／
㈱
肉
の
松
尾
／
浜
田
チ

ヤ
／
杣
正
則
／
寺
田
仕
出
し
店
／
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
号
情

報
東
北
支
店
／
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
／
秋
田
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
㈱
鷹
巣
営
業
所
／
秋
田
県
／
㈱
ス
ズ
ケ
ン
／
た
か

の
す
木
材
／
佐
藤
昭
二
／
前
澤
化
成
工
業
㈱
北
日
本

支
店
秋
田
営
業
所
／
鷹
巣
農
林
高
・
金
足
農
高
・
大

曲
農
高
／
成
田
實
／
㈱
藤
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
／
高
橋

一
男
／
綴
子
大
太
鼓
の
里
保
全
隊
／
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
／
伊
勢
町
町
内
会
／
日
本
共
産
党
北
鹿
地
区
委

員
会
・
北
秋
田
市
委
員
会 

 

　
米
内
沢
新
丁
・
学
校
通
地
区
婦
人
会
有
志
／
秋
田

県
職
員
／
片
岡
嘉
代
子
・
小
笠
原
キ
サ
子
・
北
林
捷

子
・
吉
谷
悦
子
・
森
澤
光
子
／
森
吉
民
生
委
員
／
米

内
沢
高
校
／
鷹
巣
農
林
高
校
／
鷹
農
ス
キ
ー
部
／
日

赤
奉
仕
団
森
吉
支
部
／
日
本
下
水
道
事
業
団
／
県
健

康
増
進
課
／
大
仙
保
健
所
／
由
利
本
荘
保
健
所
／
秋

田
中
央
保
健
所
／
能
代
保
健
所
／
大
館
保
健
所
／
北

秋
田
保
健
所
／
秋
田
県
看
護
協
会
北
秋
田
地
区
支
部

／
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
／
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
／
山
形
元

気
村
／
柴
田（
大
館
市
）／
那
須
Ｊ
Ｃ
／
秋
田
県
信
用

組
合
／
鷹
巣
町
商
工
会
青
年
部
／
消
防
団（
婦
人
部
）

／
国
際
教
養
大
学
／
森
吉
中
学
校
／
大
館
桂
高
校
／

花
巻
Ｊ
Ｃ
／
大
館
高
校
／
県
社
会
福
祉
事
業
団
／
北

都
銀
行
／
秋
田
銀
行
／
秋
田
看
護
福
祉
大
学
／
大
館

国
際
情
報
学
院
／
大
館
鳳
鳴
高
校
／
日
本
赤
十
字
社 

全
国
よ
り
多
く
の
支
援 

　
市
内
全
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
９
月
17
日
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
に

対
し
て
、
災
害
支
援
見
舞
金
４
２
１
１
万
４
２
４
５
円
、
毛
布
や
お
に
ぎ
り
、

水
な
ど
た
く
さ
ん
の
災
害
物
資
な
ど
、
全
国
よ
り
温
か
い
支
援
が
届
い
て
い
ま

す
。（
※
順
不
同
、
敬
称
略
、
12 
月
５
日
現
在
） 

◆
災
害
見
舞
金

◆
災
害
支
援
物
資

◆
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

▲ 
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総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
平
成
19
年
度
職
員
採
用
第
１
次
試
験
が

実
施
さ
れ
、
一
般
上
級
職
29
名
、
一
般
初

級
職
12
名
、
初
級
消
防
吏
員
13
名
が
受
験

し
ま
し
た
。
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、

11
月
に
初
級
消
防
吏
員
と
、
初
級
・
上
級

一
般
職
の
第
２
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
２
次
試
験
の
合
格
者
は
、
20
年
４
月
１

日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
す
。 

 

企
画
部
関
係 

 

■
総
合
政
策
課 

　
機
構
改
革
は
、
平
成
22
年
度
を
最
終
年

度
と
し
て
段
階
的
に
組
織
を
見
直
し
て
お

り
、
来
年
４
月
に
は
、
現
在
の
総
合
支
所

方
式
か
ら
本
所
と
支
所
の
機
能
を
統
合
す

る
集
中
管
理
方
式
へ
移
行
す
る
予
定
で
し

た
が
、
豪
雨
災
害
を
受
け
、
今
後
、
災
害

時
と
緊
急
対
応
に
対
す
る
検
討
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
４
月
に
は
大
幅

な
機
構
改
革
は
行
わ
ず
、
必
要
な
事
務
事

業
を
見
直
す
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
市
民
提

案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
」は
、
追
加

公
募
に
よ
り
２
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

申
請
団
体
の
公
開
審
査
を
実
施
し
、
評
価

市
民
委
員
会
の
審
査
評
価
に
基
づ
き
２
件

と
も
補
助
対
象
事
業
と
決
定
し
ま
し
た
。 

■
広
報
情
報
課 

　「
平
成
19
年
度
秋
田
県
統
計
功
労
者
表

彰
式
」
が
秋
田
県
庁
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
１
事
業
所
、
経
済

産
業
省
調
査
統
計
部
長
感
謝
状
３
名
、
秋

田
県
知
事
表
彰
６
名
の
皆
さ
ん
が
、
長
年

に
わ
た
る
統
計
調
査
へ
の
功
労
に
よ
り
受

賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

■
電
算
シ
ス
テ
ム
課 

　
５
月
に
発
覚
し
た
個
人
情
報
漏
え
い
問

題
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
秋
田
支
店
に
対
し
、
事
後

処
理
に
要
し
た
経
費
と
し
て
、
職
員
の
時

間
外
勤
務
相
当
額
、
チ
ラ
シ
の
印
刷
代
及

び
市
外
転
出
者
へ
の
説
明
文
書
の
郵
送
料

と
し
て
１
８
５
万
９
６
円
を
請
求
し
、
全

額
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
事

後
処
理
を
終
結
す
る
旨
の
確
認
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
が
、
漏
え
い
し
た
個
人
情

報
に
起
因
し
た
新
た
な
被
害
や
問
題
が
発

生
し
た
場
合
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
誠
意
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

■
財
政
課 

　
８
月
13
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
の
工
事
等

発
注
状
況
は（
５
０
０
万
円
以
上
）29
件
、
契

約
額
は
６
億
９
１
４
２
万
９
千
円
で
し
た
。 

 

市
民
生
活
部
関
係 

 

■
保
険
課  

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
保
険
者
は
平
成
20
年
度
か
ら
５

年
ご
と
の
計
画
を
立
て
て
生
活
習
慣
病
等

の
予
防
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
、
新
年
度

に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課  

　
市
民
病
院
建
設
に
向
け
て
、
二
次
造
成

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
札
会
に

お
い
て
、
建
築
、
電
気
、
機
械
の
全
て
の

業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
合

同
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
平
成

21
年
10
月
の
開
院
に
向
け
病
院
建
設
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

■
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
成
人
検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
検

診
が
終
了
し
、
そ
の
受
診
状
況
は
基
本
健

康
診
査
３
８
５
９
人
、
胸
部
総
合
検
診
４

１
５
３
人
、
喀
痰
検
査
89
人
、
大
腸
が
ん

検
診
３
６
４
８
人
、
前
立
腺
が
ん
検
診
１

１
８
４
人
、
胃
が
ん
検
診
２
２
３
１
人
、

子
宮
頚
が
ん
・
卵
巣
腫
瘍
検
診
６
２
７
人
、

乳
が
ん
検
診
５
２
９
人
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
４
１
９
人
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

１
８
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

          

■
生
活
環
境
課  

　
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
水
害
廃
棄
物
の

処
理
は
、
当
初
、
10
月
末
ま
で
を
め
ど
に
、

長
下
処
分
場
と
鷹
巣
埋
立
地
に
搬
入
し
処

理
す
る
予
定
で
し
た
が
、
回
収
依
頼
の
延

期
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
11
月
末

ま
で
市
が
回
収
し
ま
し
た
。
そ
の
発
生
量

は
４
０
０
０
ト
ン
を
上
回
る
と
推
計
さ
れ
、

受
け
入
れ
に
伴
い
、
長
下
処
分
場
の
残
余

容
量
が
大
幅
に
少
な
く
な
り
、
今
後
災
害

廃
棄
物
が
発
生
し
た
場
合
は
、
鷹
巣
埋
立

地
へ
の
搬
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

■
市
民
課  

 

　
10
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録
者
数
は
、３

万
９
２
９
３
人
で
そ
の
内
訳
は
、男
１
万

８
５
５
５
人
、
女
２
万
７
３
８
人
、
世
帯
数

は
１
万
４
７
８
１
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19 
年
12 
月
定
例
議
会
は
、
11
月
30 
日
に
開
会
、
12  
月
19 
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱

質
疑
、
ま
た
11 
日
、
12  
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任

委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
 19 
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

福
祉
事
務
所
関
係 

 

■
福
祉
課  

　
11
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
、

３
２
８
世
帯
、
４
４
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
中
央
公
民
館
分
館
の
老
朽
化
等
に
よ
り

移
転
を
進
め
て
い
た「
も
ろ
び
こ
ど
も
園
」

は
、
旧
鷹
巣
北
幼
稚
園
を
新
園
舎
と
し
て

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
豪
雨
に
よ
り
床
上
浸
水
し
た
合
川
保
育

園
の
災
害
復
旧
は
、
建
設
時
の
施
工
業
者

の
早
期
対
応
に
よ
り
、
運
営
に
お
け
る
最

低
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
９
月
25

日
か
ら
通
常
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

備
品
の
入
れ
替
え
や
修
繕
な
ど
を
含
む
災

害
復
旧
工
事
は
床
下
の
消
毒
作
業
な
ど
を

最
後
に
、
11
月
末
で
完
了
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
会
で
は
、

気
軽
に
集
え
る「
出
会
い
の
広
場
」を
８
月

は
北
欧
の
杜
公
園
で
、
10
月
は
北
秋
田
市

中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
50
人
余
り
の
参
加
を
得
、
数
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
12 

月
に
は
大
館
能
代
空
港
ビ
ル
を
借
り
切
っ

て
第
３
回「
出
会
い
の
広
場
」を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。 

■
高
齢
者
支
援
課 

　
敬
老
式
は
、
４
地
区
10
会
場
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
75
歳
以
上
の

対
象
者
７
４
９
９
人
の
う
ち
、
入
所
施
設

で
参
加
し
た
方
も
含
め
３
０
５
７
人
が
参

加
し
、
参
加
率
は
40
・
８
％
で
す
。 

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、「
げ
ん
き
ワ
ー

ル
ド
」を
拠
点
に
実
施
し
て
い
る
市
民
介

護
予
防
講
座
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設
け
な

が
ら
月
２
回
の
割
合
で
開
催
し
て
お
り
、

47
名
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
開
催
の
予
定
で
す
。 

　
介
護
保
険
は
、
10
月
末
現
在
の
認
定
者

数
は
２
５
９
７
人
で
、
そ
の
う
ち
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
が
２
０
４
２
人
で
、
受
給

率
は
78
・
６
％
で
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
要
支
援
、
要

介
護
状
態
に
近
い
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

に
対
し
、
自
分
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
保
健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図

り
、
運
動
器
の
機
能
向
上
な
ど
の
介
護
予

防
事
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
10
月
末
現

在
の
該
当
者
は
３
５
０
人
で
、
そ
の
う
ち

75
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。 

             

 

産
業
部
関
係 

 

■
農
林
課
関
係 

　
水
稲
は
、
６
月
か
ら
７
月
上
旬
の
気
象

が
高
温
多
照
で
、
気
温
日
格
差
も
確
保
さ

れ
生
育
も
お
お
む
ね
順
調
で
し
た
が
、
収

穫
を
目
前
に
豪
雨
災
害
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
、
冠
水
・
土
砂
流
入
等
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
被
り
ま
し
た
。
大
雨
に
よ
る
農
地

の
冠
水
面
積
は
、
２
１
２
５
ha
、
被
害
額

は
農
作
物
等
で
約
５
億
９
０
０
０
万
円
、

農
地
・
農
業
用
施
設
20
億
６
３
０
０
万
円
、

林
道
等
８
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

被
災
農
家
へ
の
種
子
・
比
内
地
鶏
の
支
援

事
業
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減
、
農
地
や

農
業
・
林
道
施
設
等
の
復
旧
を
進
め
ま
す
。 

　
畜
産
は
、
市
営
牧
場
へ
の
放
牧
は
高
津

森
牧
場
を
最
後
に
終
了
し
て
お
り
、
３
牧

場
へ
放
牧
し
た
農
家
数
は
49
戸
、
実
頭
数

２
０
３
頭
、
延
べ
頭
数
２
万
３
７
０
２
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
比
内
地
鶏
は

出
荷
羽
数
、
販
売
額
と
も
前
年
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
比
内
地
鶏
製
品
製
造
施

設
等
が
浸
水
被
害
の
た
め
、
使
用
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。 

　
全
国
植
樹
祭
は
、
開
催
日
が
平
成
20
年

６
月
15
日
に
決
定
し
ま
し
た
。 

■
商
工
観
光
課  

　
豪
雨
災
害
は
、
観
光
施
設
や
土
木
・
農

業
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
営

業
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
施
設
も
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
本
格
的
な
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
ほ
と
ん
ど
の
道

路
が
部
分
開
通
す
る
な
ど
、
観
光
施
設
も

営
業
を
ほ
ぼ
再
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
完
全
復
旧
に
は
ほ
ど
遠
く
、
今
後
の

本
格
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
う
め
ー
も
ん
創
作
協
議
会
に

よ
る「
比
内
地
鶏
の
美
味
い
店
」旗
揚
げ
式

が
開
催
さ
れ
、
比
内
地
鶏
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
24
業
者
25
店
の
経
営
者
ら
が
、
ロ

ゴ
入
り
幟
を
手
に
、
気
勢
を
挙
げ
ま
し
た
。 

　
阿
仁
ス
キ
ー
場
の「
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く

森
吉
山
紀
行
」、「
花
の
百
名
山
」や
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
全
国
か
ら
前
年
を
上
回
る
、
１
万

９
４
１
９
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

12月定例議会行政報告（その１） 

▲ 

北
秋
田
市
う
め
ー
も
ん
創
作
協
議
会
 

「
比
内
地
鶏
の
美
味
い
店
」旗
揚
げ
式
 

 

 

▲床上浸水の被害を受けた合川保育園 

 

▲婦人科集団検診の様子 

（乳がん、子宮がん、骨粗しょう症検診） 



広報きたあきた　19.　12.　1611 10広報きたあきた　19.　12.　16

　「
国
勢
調
査
」
や
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

な
ど
の
各
種
の
統
計
調
査
は
、
国
の
各
省

庁
が
主
管
し
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
委

託
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
調
査
の
現
場
を
支
え
て
い
る
の
が
一

般
市
民
の
調
査
員
や
事
業
所
の
事
業
主
等

の
皆
さ
ん
で
す
。 

　
今
回
、
そ
の
調
査
活
動
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
な
ど
を
製

造
す
る
地
元
企
業
「
株
式
会
社
ジ
ー
エ

ム
ジ
ャ
パ
ン
」（
篠
原
康
夫
社
長
）。
長
年

に
わ
た
っ
て
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
の

指
定
事
業
所
と
し
て
労
働
時
間
や
雇
用

状
態
な
ど
の
調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
も

の
で
、
11
月
８
日
、
秋
田
県
庁
で
行
わ
れ

た
秋
田
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
同
日
、
国
勢
調
査
な
ど
の
各
種

統
計
調
査
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
成
田
徳
男
さ
ん
（
65
）
ら
市
民

６
人
の
方
々
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。 

　
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
の
は
ジ
ー
エ

ム
ジ
ャ
パ
ン
で
調
査
事
務
に
携
わ
っ
て

い
る
三
浦
啓
子
さ
ん
と
、
知
事
表
彰
を

受
け
た
成
田
徳
男
さ
ん
の
代
理
で
妻
の

芳
枝
さ
ん
の
２
人
で
、
市
長
に
受
賞
と

調
査
活
動
の
様
子
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
う
ち
三
浦
さ
ん
は
、「
会
社
の
調
査
に

携
わ
っ
て
十
数
年
。
内
容
が
細
か
く
難
儀

も
す
る
が
、
各
種
の
計
算
デ
ー
タ
の
整
合

が
確
認
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、「
地
道
な
活
動
で
ご
苦

労
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
経
済
産
業
省
が
所
管
す
る

「
工
業
統
計
」
や
「
商
業
統
計
」
な
ど
の

調
査
に
従
事
し
、
功
労
の
あ
っ
た
調
査
員

に
対
し
て
も
同
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
３
人
の
調
査
員

の
方
々
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
臣
及
び
県
知
事
表
彰
受
賞
者
と
感
謝

状
を
贈
ら
れ
た
調
査
員
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
） 

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

　
株
式
会
社
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン（
本
社
・

北
秋
田
市
綴
子
字
古
関
83
） 

■
県
知
事
表
彰
　
成
田
徳
男（
65
）＝
今
泉

字
根
立
場
／
桜
庭
博
志（
59
）＝
米
内
沢
字

薬
師
下
／
磯
谷
清
剛（
65
）＝
本
城
字
中
島

／
若
木
俊
雄（
60
）＝
小
又
字
新
屋
布
／
柴

田
美
喜
子（
58
）＝
本
城
字
館
ノ
下
／
赤
石

利
法（
58
）＝
米
内
沢
字
寺
の
下 

■
経
済
産
業
省
統
計
功
労（
感
謝
状
） 

　
藤
垣
幸
子（
54
）＝
綴
子
字
往
還
下
／
石

川
あ
ゆ
子（
53
）＝
綴
子
字
前
野
／
伊
東
百

利
子（
58
）＝
脇
神
字
高
村
岱 

　
国
勢
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査
で
の
功
労
に
よ
り
大
臣
表
彰
や

県
知
事
表
彰
を
受
け
た
市
の
統
計
調
査
員
・
事
業
所
の
代
表
が
11

月
29
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
岸
部
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

▲岸部市長に受賞を報告、これまでの調査活動

などについて説明する統計功労者のみなさん 

北秋田市自治会連絡協議会が発足 統計功労平成１９年工業統計調査市長日誌

◇

11
月
16
日
〜
30
日 

▽
七
日
市
地
域
懇
談
会
に
出
席
（
七
日
市
基

幹
セ
ン
タ
ー
） 

▽
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
観
覧（
市
文
化
会
館
） 

▽
平
成
19
年
度
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑

に
出
席（
市
役
所
第
１
会
議
室
） 

▽
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
結
核
予
防
婦
人

会
幹
部
研
修
会
に
出
席（
市
中
央
公
民
館
） 

▽
治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
に
出
席
し
意
見

発
表（
東
京
都
） 

▽
秋
田
県
河
川
治
水
協
会
に
よ
る
県
選
出
国

会
議
員
に
対
す
る
要
望
活
動
に
参
加（
東
京
都
） 

▽
畠
山
康
一
氏
全
国
防
犯
金
章
受
章
祝
賀
会

に
出
席（
坊
沢
公
民
館
） 

▽
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

に
出
席（
市
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合[

正
副
管

理
者
会
議
、
全
員
協
議
会
、
臨
時
議
会]

に
出

席（
米
内
沢
病
院
） 

▽
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
感
謝
状
及
び

秋
田
県
統
計
功
労
者
表
彰
の
報
告
（
市
役
所
応

接
室
） 

▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本

会
議（
市
議
事
堂
） 

11
月
18
日（
日
） 

   

11
月
19
日（
月
） 

 

11
月
20
日（
火
） 

 

11
月
21
日（
水
） 

   

11
月
22
日（
木
） 

 

11
月
28
日（
水
） 

    

11
月
29
日（
木
） 

  

11
月
30
日（
金
） 

 

北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が
11

月
28
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
設
立

趣
旨
や
協
議
会
規
約
な
ど
を
確
認
し
て
、
初
代

会
長
に
簾
内
順
一
さ
ん（
鷹
巣
地
区
自
治
会
長
連

絡
協
議
会
長
）を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
は
、
市
内
に
お
け
る
各
自
治
会

及
び
各
町
内
会
等
に
お
け
る
共
通
の
諸
問
題
を

協
議
し
、
地
域
住
民
自
治
組
織
の
連
絡
・
協
調

を
図
る
と
共
に
、
市
政
発
展
の
た
め
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
総
会
に
い
た
る
ま
で
は
、
昨
年
12
月
21
日
に

第
１
回
設
立
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
11
月

２
日
ま
で
３
回
委
員
会
を
開
催
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
山
岡
多
郎
右
エ
門
設
立
推
進
委

員
代
表（
前
合
川
地
区
自
治
会
長
会
会
長
）が
「
限

界
集
落
や
市
街
地
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
今
、

各
自
治
会
が
共
通
認
識
を
持
つ
た
め
に
一
本
化

が
必
要
。
各
地
区
で
の
自
助
努
力
に
は
限
界
が

あ
り
、
充
分
に
話
し
合
う
場
と
し
た
い
。
今
後

着
実
に
会
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
、
設

立
の
経
緯
に
ふ
れ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
来
賓
と
し
て
岸
部
市
長
が
「
先
の
災
害
時
で

も
地
域
の
結
束
力
が
大
切
と
改
め
て
認
識
し
た
。

地
域
や
住
民
の
声
を
一
番
聞
け
る
の
は
自
治
会

で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
き
め
細
か
な
地
域
の
実
情
に
つ
い

て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
協
議
会
の
設
立
趣
旨
や
組
織
、

協
議
会
規
約
な
ど
を
確
認
し
、
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。 

　
簾
内
会
長
は
「
２
３
４
あ
る
自
治
会
と
市
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、行
政
推
進
に
参
画
し
た
い
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▽
会
長
　
簾
内
順
一（
鷹
巣
地
区
自
治
会
長
） 

▽
副
会
長
　
三
浦
冨
雄（
森
吉
地
区
自
治
会
長
）

／
佐
藤
信
夫
（
阿
仁
地
区
自
治
会
長
）
／
鈴
木
正

幸（
合
川
地
区
自
治
会
長
） 

▽
理
事
　
武
藤
慶
信（
鷹
巣
地
区
自
治
会
副
会
長
）

／
春
日
正
一
（
森
吉
地
区
自
治
会
副
会
長
）
／
伊

藤
四
郎
（
阿
仁
地
区
自
治
会
副
会
長
）
／
土
濃
塚

謙
一
郎（
合
川
地
区
自
治
会
副
会
長
） 

▽
監
事
　
佐
藤
三
七（
鷹
巣
地
区
自
治
会
副
会
長
）

／ 

佐
藤
征
太
郎
（
合
川
地
区
自
治
会
副
会
長
） 

▲全市の自治会、町内会で組織される「北
秋田市自治会連絡協議会」の設立総会 

　
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
月
下
旬
か
ら
来
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
な
お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
こ
の
ほ
ど
平
成
18
年
工
業
統
計
調
査

の
概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
北
秋
田

市
で
は
事
業
所
数
が
１
１
８
（
17
年
＝

１
１
７
）
、
従
業
者
数
は
６
８
６
７
人

（
17
年
＝
６
６
３
３
人
）
、
製
造
品
出
荷

額
等
は
３
０
６
億
５
５
９
６
万
円
（
17

年
＝
３
０
２
億
６
８
２
７
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
広
報
情
報
課 

�

62-

６
６
０
８ 

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
︱

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１２月３１日１２月３１日
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21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
つ
ち
音

〜
北
秋
田
市
民
病
院
起
工
式 

　
平
成
21
年
10
月
の
開
院
を
目
指
し
、
県
立
北
欧
の
杜

公
園
の
一
角
に
整
備
を
進
め
て
い
る
北
秋
田
市
民
病
院

の
起
工
式
が
12
月
５
日
、
現
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が

工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
神
事
で
は
、
岸
部
市
長
と
工
事
関
係
者
の
代
表
が
鍬

入
れ
を
し
て
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
岸
部
市
長

は
「
こ
の
場
所
は
、
県
と
国
の
協
力
、
そ
れ
に
市
議
会

の
理
解
を
得
て
決
定
し
た
建
設
地
。
昨
日
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
同
意
書
も
届
き
、
い
よ
い
よ
着
工
が
始
ま
る
。

完
成
ま
で
２
年
近
く
か
か
る
が
、
立
派
な
市
民
病
院
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
建
築
工
事
の
工
期
は
平
成
21
年
８
月
。
工
事
完
了
後
、

機
器
の
設
置
や
既
存
病
院
か
ら
の
患
者
移
送
を
行
い
、

同
年
10
月
に
開
院
の
予
定
で
す
。 

願
い
を
込
め
て
大
し
め
縄
づ
く
り

　
綴
子
神
社
氏
子
青
年
会
（
三
沢
定
幸
会
長
、
会
員

84
人
）
に
よ
る
大
し
め
縄
作
り
が
11
月
25
日
、
綴
子

下
町
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
会
員
ら
が
製
作
作
業
に

精
を
出
し
ま
し
た
。 

　
同
青
年
会
で
は
、
神
社
と
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
、

伝
統
技
術
の
継
承
な
ど
を
目
的
に
２
年
前
か
ら
同
神

社
に
飾
る
し
め
縄
作
り
を
始
め
た
も
の
で
、
こ
の
日
、

会
員
10
人
が
参
加
し
て
、
同
神
社
の
武
内
尊
英
宮
司

が
見
守
る
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
縄
の
材
料
と
な
る
ス
ゲ
の
量
は
一
畝
分（
約
１
０
０

㎡
）
ほ
ど
。
完
成
し
た
10
ｍ
に
も
な
る
大
し
め
縄
は
、

12
月
中
旬
に
綴
子
神
社
の
正
面
の
鳥
居
に
飾
ら
れ
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
す
。 

〜
綴
子
神
社
氏
子
青
年
会 

昭
和
の
懐
か
し
い
名
作
を
鑑
賞

〜
優
秀
映
画
鑑
賞
会
、「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
な
ど 

 
名
作
映
画
を
上
映
す
る
「
優
秀
映
画
鑑
賞
会
」
が

12
月
２
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
約
２
０
０
人

の
観
衆
が
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
制
作
さ
れ
た

懐
か
し
い
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
会
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
上
映
さ
れ
た
の
は
、「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ

る
街
」
「
け
ん
か
え
れ
じ
い
」
「
八
月
の
濡
れ
た
砂
」

「
伊
豆
の
踊
り
子
」
の
青
春
映
画
特
集
４
本
で
、
11

月
18
日
に
は
合
川
公
民
館
で
も
上
映
会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
上
映
会
終
了
後
集
ま
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ぜ

ひ
ま
た
企
画
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
文
化
会
館
で
は
来
年
度
も
継
続
し
て
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

う

ま

い

話

に

ご

用

心

〜
「
賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に
」
研
修
会 

　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
連
合
婦
人
会
主
催
の
消

費
者
問
題
研
修
会
が
12
月
５
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
健
康
で
安
全
な
消
費
生
活

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
健
康
の
根
本
と
な
る
食
に
つ
い
て

の
知
識
、
特
に
高
齢
期
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
や
悪

質
商
法
の
実
態
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
県
生
活
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
智
香
子
さ
ん
に
よ
る
講

演
で
は
、
巧
妙
化
し
て
い
る
悪
徳
商
法
の
手
口
に
つ

い
て
実
例
を
挙
げ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の
連
携
が
大
切
と
説
か
れ
、
地

域
を
守
る
た
め
婦
人
会
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

あ
こ
が
れ
の
制
服
を
着
て
大
人
気
分

 

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
11
月
23
日
、

「
ち
び
っ
こ
制
服
撮
影
会
」
が
開
か
れ
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
な
ど
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
う

れ
し
そ
う
な
表
情
で
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。 

　
同
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
な
ど
が
子
ど
も
た
ち

に
働
く
大
人
へ
の
憧
れ
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
、
勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
ん
だ
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
。
Ａ
Ｎ
Ａ
、
秋
田
県
警
、
消
防
署
の
協
力

を
得
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・

航
空
整
備
士
・
警
察
官
・
消
防
士（
制
服
・
耐
火
服
）

の
子
ど
も
制
服
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
撮
影
会
に
は
午
前
、
午
後
の
部
会
わ
せ
て
約
２
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
制
服
を
着
た
子
ど
も
た

ち
は
、
満
面
の
笑
顔
で
両
親
ら
が
向
け
る
カ
メ
ラ
に

向
か
っ
て
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

〜
大
館
能
代
空
港
「
ち
び
っ
こ
制
服
撮
影
会
」 

公
民
館
ホ
ー
ル
が
美
術
館
に

〜
第
39
回
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
展 

　
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
11
月
24
日
か
ら
鷹
巣
絵

画
ク
ラ
ブ（
成
田
知
枝
会
長
）の
第
39
回
ク
ラ
ブ
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
30
年
ほ
ど
前
に
発
足
し
た
絵
画
愛

好
家
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
で
、
会
員
は
鷹
巣
、
合
川
、

森
吉
地
区
の
24
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ホ
ー
ル
に
は
、
県
展
入
選
作
な
ど
会
員
12
人
の
近

作
37
点
の
ほ
か
能
代
市
か
ら
３
人
９
点
の
作
品
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
亡
く
な
ら
れ
た

会
員
の
遺
作
８
点
も
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
展
示
さ
れ
た
の
は
、
季
節
感
豊
か
な
風
景
画
や
静

物
、
抽
象
画
な
ど
の
洋
画
が
中
心
で
、
ま
た
、
銅
版

打
ち
出
し
に
よ
る
レ
リ
ー
フ
の
彫
金
作
品
な
ど
も
入

場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。 

昼食持参で鑑賞に訪れた家族もいました 

鍬入れを行い工事の安全を祈願する岸部市長 

これまでで一番大きなものができたしめ縄づくり 会員による寸劇も行われた研修会 

満面の笑顔でポーズをとる子どもたち 

クラブ会員らの作品計54点が展示された絵画クラブ展 
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自
主
グ
ル
ー
プ
、講
座
生
ら
が
活
動

の
成
果
を
発
表
し
た
大
阿
仁
分
館
祭 

　
専
門
家
か
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
の
上
手

な
育
て
方
を
教
わ
り
ま
し
た 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBAMANABI NO HIROBA

地域の住民の交流を深めて

シクラメンの育て方を学ぶ

阿仁公民館 大阿仁分館祭 

森吉・前田公民館 「冬の鉢花を楽しむ講座」 

多彩なプログラムで交流

第１回合川地区文化交流会 第１９回合川芸文祭 

　自主講座の充

実と地域住民の

交流を深めても

らおうと、１１月

１８日、阿仁公民

館大阿仁分館祭が

開催されました。 

　当日は、保育園児・

小学生などによる作品展示や

演示発表が行われ、大勢の地区住民でにぎわいました。 

　このうち演示では、地元の小学校児童による合唱

や園児による発表でのかわいいしぐさに会場から大

きな拍手が送られていました。 

　また、自主グループ・公民館講座から、日ごろの

学習成果が披露されましたが、斎藤郁夫さん（材木町）

の講話や藤島尚子バレエ団、佐藤キナ子舞踊同好会

のステージ発表がこの日の分館祭に花を添え、楽し

い１日を過ごしました。 

　森吉公民館と前田公民館では１１月１３日と２０

日の両日、秋田県農業研修センター（大潟村）を訪れ、

移動研修「冬の鉢花を楽しむ講座」を実施しました。

　参加者は、シクラメンの特性と管理の仕方につい

ての講義を受けた後、花を大きな鉢に植え替えして

葉を周りに寄せる葉組みなどの実習指導を受けました。 

　「上手に管理できれば５年は花が咲きます」とア

ドバイスする同センター職員の指導に、参加受講生は、

自らが植え替えた鉢を手に「ずうっと、大切に育て

ていきたい」と感想を述べていました。 

　第１回合川地区文化交流会と第１９回合川芸文祭

が１１月２５日、合川農村環境改善センターで開催

されました。多彩なプログラムのうち、「思い出の

歌喫茶ひまわり」では生演奏に合わせて懐かしい歌

を観客もいっしょに口ずさみながら、楽しみました。 

　猿倉人形芝居も上演され、人形の早変わりやこっ

けいな芝居に大きな拍手が送られていました。また

芸文祭では、俳句、陶芸、華道などの作品が展示さ

れたほか、演示の部では舞踊や体操、コーラス、大

正琴の演奏など１１団体の発表が行われ、日頃の学

習の成果が披露されました。 

▼ 

▼ 

▼ 

　
猿
倉
人
形
芝
居
な
ど
も
楽
し
ん
だ

合
川
芸
文
祭
・
文
化
交
流
会 

　
北
秋
田
市
鷹
巣
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
湊
屋
啓
二
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
「
親
子
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
が
11
月

23
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
親

子
が
力
を
合
わ
せ
て
本
格
的
な
フ
ラ
ン

ス
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

親
子
で
作
り
食
べ
る
楽
し
み
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
料

理
研
究
家
の
佐
藤
重
任
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
参
加
者
た
ち
は
本
場
と
同
様

の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
ク

ラ
フ
テ
ィ
ー
と
南
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
風
ブ

イ
ヤ
ベ
ー
ス
。
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が

フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
ク
ラ
フ
テ
ィ
ー
作

り
に
挑
戦
、
佐
藤
さ
ん
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
て
い
ね
い
に
進
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
甘
く
煮
た
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
を
並

べ
て
生
地
を
皿
に
流
し
込
み
、
オ
ー
ブ

ン
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
大
人
が
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
作

り
を
担
当
し
ま
し
た
。
魚
を
ぶ
つ
切
り

に
し
た
り
、
ホ
タ
テ
貝
の
身
を
殻
か
ら

外
す
な
ど
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
調
理
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
普

段
食
卓
に
上
る
も
の
と
は
違
う
調
味
料

が
利
い
た
料
理
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

    

　
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会（
櫻

田
善
太
郎
会
長
）
主
催
の
我
が
家
の
味
自

慢
大
会
「
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
12

月
１
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昔
か
ら
各
家
庭
で
つ
く
ら
れ
て
き
た

伝
統
の
食
文
化
の
漬
け
物
を
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
親
し
み
、
次
世
代
に
伝
え
よ

う
と
昨
年
、
初
め
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
査
員
は
、
上
小
阿
仁
小
学
校
の
児

童
４
人
と
米
内
沢
小
学
校
の
児
童
21
人

の
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
婦
人
会
の
代

表
な
ど
が
務
め
ま
し
た
。 

　
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
35
種
類
の
漬
け
物

が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
の
子
ど
も
達
は
、

口
添
え
の
お
に
ぎ
り
と
お
茶
を
片
手
に

何
度
も
試
食
し
な
が
ら
審
査
を
し
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
講
話
で
は
、
秋
田
県
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｊ
Ａ
女
性
部
・
た
か
の
す
大

太
鼓
農
産
加
工
会
員
の
小
塚
保
子
さ
ん
が
、

ふ
る
さ
と
の
食
文
化
の
継
承
や
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
自
然
の
色

と
人
工
着
色
を
見
分
け
る
漬
け
物
実
験

を
会
場
の
参
加
者
と
行
な
い
ま
し
た
。 

　
最
優
秀
賞
に
は
、
森
吉
特
産
ま
る
め
ろ

を
漬
け
物
に
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
で
得

点
が
高
か
っ
た
、
楢
岡
ミ
ン
子
さ
ん
（
米

内
沢
根
小
屋
）
の
「
ま
る
め
ろ
ミ
ッ
ク
ス

漬
け
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
優
秀
賞
に
は
、
佐
藤
絹
子
さ
ん
（
鷹
巣

脇
神
）
の
「
竹
の
子
の
醤
油
漬
け
」
と
庄

司
フ
ミ
さ
ん
（
米
内
沢
薬
師
下
）
の
「
キ

ャ
ベ
ツ
の
す
し
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ア
イ
デ
ア
賞
に
は
、
松
尾
フ
ミ
さ
ん（
太

田
）
の
色
彩
鮮
や
か
な
「
五
色
漬
け
物
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
食
文
化
を
次
世
代
に

親
子
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
挑
戦

▲親子が力を合わせてフランス料理に挑戦しま

した。家の食卓とは違う料理の味に大満足！ 

■優秀賞（２点） 

「竹の子の醤油漬け」 
（佐藤絹子さん） 

「キャベツのすし」 
（庄司フミさん） 

■最優秀賞 
「まるめろミックス漬け」 

（楢岡ミン子さん） 

　
子
ど
も
た
ち
も
何
度
も
試
食

し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た 

▲  

市
鷹
巣
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

我
が
家
の
味
自
慢
﹁
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル
﹂



広報きたあきた　19.　12.　1617 16広報きたあきた　19.　12.　16

後期高齢者医療制度

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
広
域
連
合
ご
と
に
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
方
が
、
個
人
ご
と
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
保
険
料
は
、
制
度
を
支
え
る
大
事
な
財
源
の
ひ
と
つ
で
す
。 

後期高齢者医療制度

　制度についてもっと詳しく知りたい方は、秋田県後期高齢者医療広域連合ホーム

ページ（http://www.akita-kouiki.jp）をご覧ください。 
＜問合せ先＞ 

　　　　　市役所本庁　保険課　　　　　�６２－１１１８ 

　　　　　保険課　　（本庁窓口）　　　�６２－１１１７ 

　　　　　合川支所　　市民福祉課　　　�７８－２１１３ 

　　　　　森吉支所　　市民福祉課　　　�７２－３１１５ 

　　　　　阿仁支所　　市民福祉課　　　�８２－２１１３ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
年
額
）は
、

対
象
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
い
た
だ

く
所
得
割
と
、
対
象
者
に
等
し
く
負

担
い
た
だ
く
均
等
割
と
の
合
計
額

（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）に
な
り
ま
す
。 

　
ど
ん
な
に
所
得
が
高
い
方
で
も
、
保

険
料
の
上
限
額
は
50
万
円
で
す
。 

　
所
得
割
の
額
は
、
対
象
者
本
人
の
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
を
も
と
に

計
算
さ
れ
ま
す
。 

  

　
所
得
が
低
い
方
に
対
す
る
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
次
の
基
準
に
し
た
が
い
、
均

等
割
額
を
７
割
・
５
割
・
２
割
の
区
分

で
軽
減
し
ま
す
。 

保
険
料
の
計
算
方
法 

【秋田県後期高齢者医療保険料率】 

所得割率（対象者の所得に応じた分） 

７．１２％ 

均等割額（対象者に等しく負担いただく分） 

３８，４２６円 

※平成２０年４月から平成２２年３月末までの２年間、所得

　割率・均等割額は原則変わりません。 

※所得割率・均等割額は、県内すべて均一です。 

保
険
料
の
軽
減
措
置 

７割軽減 

 

 

２割軽減 

基準額(注１)≦基礎控除額（33万円） 

基準額≦基礎控除額（33万円）＋24万５千円　 

　×被保険者数（被保険者である世帯主を除く） 

基準額≦基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者

５割軽減 

（注１）基準額とは同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得

　金額等をもとに設定します。 

※国民健康保険税と同様、当分の間、年金収入につき公的年

　金等控除を受けた方について、高齢者特別控除（総所得金

　額から15万円を控除）を適用します。 

（例）夫婦ふたり暮らし（年金収入のみ、ともに75歳以上で国保に加入していた方）のケース 

　それぞれの所得金額から15万円（高

齢者特別控除）を差し引き、二人分を

合算すると90万円で2割軽減に該当し

ます。均等割額30,740円を個々の所得

割額と合算すると　 

賦課金額　夫64,200円　妻35,700円　

※それぞれの年金から天引きされます。 

 夫（世帯主） 妻（配偶者） 

総所得額 

所得割額 

80万円 

（年金収入だと200万円） 

40万円 

（年金収入だと160万円） 

33,464円  

（80万円-33万円） 

　　　 ×7.12％） 

4,984円 

（40万円-33万円） 

　　　 ×7.12％） 

 

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に 

　
　
な
っ
て
い
る
方
の
保
険
料 

 

　
今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い

て
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
以
下

の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
と

し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
な
お
、
今
後
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ

た
段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。 

 

　
対
象
者
の
保
険
料
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は
無
料

と
な
り
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。 

 

対
象
者 

　
75
歳
以
上
の
方（
注
１
）で
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る
日
の
前

日
（
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
た
は
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
）
に
お
い
て
被
用
者

保
険（
注
２
）の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

る
方 

（
注
１
）65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
認

定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま
す
。 

（
注
２
）政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、
企
業

の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
等
、

い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康

保
険
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
は
該
当

し
ま
せ
ん
。 

こ
こ
が
知
り
た
い
！
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
こ
れ
ま
で
に
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
寄
せ
ら
れ
た
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

Ｑ
　
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
し
て
納
め

　
る
の
？ 

Ａ
　
年
額
18
万
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
他
の

　
方
は
納
付
書
で
市
町
村
、
ま
た
は
指

　
定
す
る
金
融
機
関
窓
口
で
納
め
ま
す
。 

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
国
保
税

　
を
納
付
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
へ
加
入
後
、
保
険
料
と
国

　
保
税
を
納
め
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
後
期
高
齢
者
医
療
に
該
当
し
た
月

　
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

　
す
の
で
、
国
保
税
の
納
付
は
必
要
あ

　
り
ま
せ
ん
。
二
重
に
か
か
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｑ
　
現
在
、
年
齢
は
77
歳
で
す
が
、
息

　
子
の
扶
養
で
社
会
保
険
に
加
入
。
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
後
は
、
保

　
険
料
負
担
が
発
生
し
ま
す
か
？ 

Ａ
　
４
月
１
日
以
前
に
社
会
保
険
の
扶

　
養
の
方
は
、
平
成
20
年
度
の
保
険
料

　
が
半
年
間
分（
４
月
か
ら
９
月
分
）無

　
料
で
す
。
残
り
の
半
年
間
は
、
均
等

　
割
額（
３
万
８
４
２
６
円
）の
20
分
の

　
１
の
金
額（
１
９
０
０
円
）を
支
払
う

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ
　
現
在
、
健
康
保
険
組
合
加
入
の
娘

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20 

　
年
11
月
１
日
で
75
歳
に
な
り
、
後
期

　
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
と
保
険
料

　
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
？ 

Ａ
　
均
等
割
額
（
３
万
８
４
２
６
円
）

　
を
９
割
軽
減
し
た
金
額
の
12
分
の
５

　（
５
カ
月
間
加
入
の
た
め
）
の
金
額

　（
１
６
０
０
円
）を
支
払
う
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。 

Ｑ
　
国
保
税
と
比
べ
て
い
く
ら
違
う
か

　
不
安
で
す
。
ど
ち
ら
で
聞
け
ば
い
い

　
で
す
か
？ 

Ａ
　
保
険
料
算
定
は
、
広
域
連
合
で
行

　
い
ま
す
が
、
国
保
税
は
、
市
で
行
っ

　
て
い
ま
す
。
比
較
を
さ
れ
る
場
合
は
、

　
市
の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｑ
　
保
険
料
が
い
く
ら
に
な
る
の
か
不

　
安
で
す
。
試
算
は
現
在
住
ん
で
い
る

　
市
で
で
き
ま
す
か
？ 

Ａ
　
保
険
料
は
、
市
の
老
人
医
療
担
当

　
課
で
試
算
で
き
ま
す
。
試
算
に
は
、

　
所
得
金
額
な
ど
個
人
情
報
の
確
認
が

　
必
要
で
す
の
で
、
本
人
と
証
明
で
き

　
る
も
の
（
現
在
加
入
の
保
険
証
、
若

　
し
く
は
老
人
医
療
受
給
者
証
）
を
窓

　
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 
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除雪と雪国保インフルエンザ予防接種・市民プール

【
鷹
巣
地
区
】 

①
米
代
川
左
岸
　
栄
橋
下
流 

②
米
代
川
右
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

③
米
代
川
左
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

④
今
泉
川
右
岸
　
泉
流
橋
上
流 

⑤
前
山
川
左
岸
　
前
山
橋
下
流 

⑥
綴
子
川
右
岸
　
柳
生
橋
下
流 

⑦
綴
子
川
左
岸
　
綴
子
橋
上
流 

⑧
綴
子
川
左
岸
　
小
田
集
落
上
流 

⑨
小
猿
部
川
左
岸
　
小
猿
部
橋
上
流 

⑩
小
猿
部
川
右
岸
　
横
渕
橋
下
流 

⑪
小
猿
部
川
左
岸
　
中
屋
敷
橋
上
流 

⑫
小
森
川
右
岸
　
藤
株
橋
下
流 

⑬
小
猿
部
川
右
岸
　
堂
ヶ
岱
橋
上
流 

⑭
摩
当
川
左
岸
　
向
町
橋
上
流 

⑮
小
森
川
右
岸
　
西
宮
ノ
目
橋
上
流 

【
合
川
地
区
】 

⑯
阿
仁
川
右
岸
　
合
川
橋
下
流 

⑰
阿
仁
川
右
岸
　
阿
仁
川
橋
下
流 

⑱
小
阿
仁
川
右
岸
　
落
合
橋
下
流 

⑲
小
阿
仁
川
左
岸
　
落
合
橋
下
流 

【
森
吉
地
区
】 

⑳
阿
仁
川
右
岸
　
小
又
大
橋
下
流 

　
阿
仁
川
右
岸
　
浦
田
橋
下
流 

　
阿
仁
川
左
岸
　
丹
平
川
原
地
内 

　
阿
仁
川
右
岸
　
米
内
沢
橋
上
流

　
阿
仁
川
左
岸
　
下
川
原
地
内 

　
阿
仁
川
左
岸
　
本
城
地
内 

【
阿
仁
地
区
】 

　
阿
仁
川
右
岸
　
喜
鵲
橋
下
流 

　
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
下
流 

　
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
上
流 

　
比
立
内
川
右
岸
　
牛
滝
橋
下
流 

▼
雪
の
捨
て
場
所
は
？ 

始まっています！ 国民健康保険助成事業 

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します 
助成対象者　64歳以下の北秋田市国民健康保険加入者（擬制世帯主除く） 

　　　　　　※北秋田市高齢者インフルエンザ予防接種対象者を除く 

助成期間　　平成20年１月31日まで 

助成金額　　１回１,５００円（接種金額が1,500円未満の場合はその実費額） 
            　　※医師の指示により、接種を２回に分けて行った場合は、それぞれに助成。 

申請手続き　接種時に医療機関に備え付けの申請書に必要事項を記入し、実施医療機関に提出。 

　　　　　　※後日の申請の場合は該当になりません。　　必要なもの　北秋田市国民健康保険証 

その他　　　接種料金から助成金額を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。 

問合せ　　　市保険課 �６２－１１１８　または各医療機関まで 

実施医療機関 電話番号 

北秋中央病院 

鷹巣病院 

うえだクリニック 

遠藤クリニック 

近藤医院 

佐々木産婦人科医院 

佐藤外科消化器科医院 

たかのす今村クリニック 

たむら内科クリニック 

津谷内科 

�62-1455 

�62-1210 

�60-1055 

�63-0515 

�62-1155 

�63-0105 

�62-1420 

�62-5655 

�63-2700 

�62-2261 

実施医療機関 電話番号 

としま医院 

奈良医院 

藤原医院 

毛利整形外科クリニック 

盛岡外科医院 

児玉内科クリニック 

国民健康保険合川診療所 

疋田外科内科医院 

公立米内沢総合病院 

市立阿仁病院 

�62-1267 

�62-1146 

�62-2882 

�69-5300 

�62-1101 

�69-7311 

�78-3161 

�78-3338 

�72-4501 

�82-2351

市民プール　１月の教室 ◎お問い合わせ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

スキンダイビング教室 

内　　容 
マスク・フィン・シュノーケルを使ってスキンダイビ

ングを体験します（ボンベは使いません） 
泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っている方

まで、親切丁寧に指導します 

一緒に練習して大会出場

を目指しましょう。細か

いフォームも指導します 

水中で気持ちよく全身を動かし

軽い体操や水中で歩行等をしま

す。アクアビクスもやります 

成人水泳教室 

８、15、22、29 期　　日 

時　　間 

10、17、24、31 

14：00～15：00 16：00～17：00

中級水泳教室 

10、17、24、31 

14：00～15：00

対象・定員 一般成人　５名 一般成人　５名 一般成人　各教室１０名 

講 習 料  ３，０００円 ３，０００円 各教室３，０００円 

上級水泳教室 

内　　容 

８、11、15、16、 
18、22、25、29

期　　日 

時　　間 18：00～19：30

対象・定員 
月４回５名／月８回５名 

健康教室 

８、11、18、25

14：00～15：00

一般成人　20名 
高校生・一般成人 

講 習 料  ３，０００円／５，０００円 ３，０００円 

ストレッチング教室 ＡＤＬ体操教室 

９、16、23、30 10、17、24、31 

11：00～12：00 14：00～15：00

一般成人　15名 自立している成人　15名 

３，０００円 ３，０００円 

備　　考 
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要／講習料の他に毎回入館料が必要
です（年間券・回数券等も使えます）／各教室3000円の講習料ですが２つの教室を申し込みの方
は5,000円となります※一人各教室１回の無料体験ができます 

身体の筋肉をバランス良く伸し、筋肉

の緊張をほぐして血液の循環を良くし、

肩こり、腰痛の改善・予防をします 

ADLとは日常生活動作能力のことで、
歩く、立つ、座る動作の維持と向上、
回復を目的とし、イスを使って安
全に楽しく簡単にできる運動です 

９、16、23、30 

14：00～15：00

と
　
の
処
理
に
つ
い
て 

雪 

除
雪 

　
雪
捨
て
は
、
次
の
指
定
箇
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

︵
雪
以
外
の
ご
み
等
は
絶
対
捨
て
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
︶

●
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い 

　
路
上
駐
車
し
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き
な
く

な
り
、
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
の
遅
れ
の
原
因
と
な
る
た
め
、

み
ん
な
の
迷
惑
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。 

●
道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
て
く
だ
さ
い 

　
除
雪
し
た
後
に
、
道
路
に
雪
出
し
さ
れ
る
と
路

面
に
凹
凸
が
で
き
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に

大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
排
雪
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。（
屋
根
の
雪
を
や
む
を
得
ず

道
路
に
降
ろ
す
場
合
は
、
歩
行
者
等
に
十
分
注

意
し
、
す
み
や
か
に
後
始
末
し
て
下
さ
い
） 

●
自
宅
前
の
除
雪
に
つ
い
て 

　
除
雪
の
際
に
、
ご
自
宅
前
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
の

処
理
に
つ
い
て
は
、
各
ご
家
庭
で
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
自
で
排
雪
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
沿
道
の
空
地
や
田
畑
の
利
用 

　
道
路
沿
い
の
空
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し
出
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

●
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を 

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
く
な
っ
た
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
わ
れ
る
た
め
、
除
雪
車

の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
快
適
で
安
全
な
朝
の
通
勤
、
通
学
路
確

保
の
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

▼
道
路
の
除
排
雪
作
業
に 

　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

●
排
雪
の
た
め
上
げ
た
側
溝
の
フ
タ
は
、
終
了
後
す

ぐ
に
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い 

　
歩
行
者
や
自
動
車
の
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す 

  

◆
市
道

　
市
建
設
課 

�

62-

６
６
２
９ 

　
合
川
支
所 

�

78-

２
１
１
５ 

　
森
吉
支
所 

�

72-

３
１
１
２ 

　
阿
仁
支
所 

�

82-

２
１
１
４ 

◆
国
道
７
号

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所 

　
　
大
館
国
道
出
張
所
　
�

０
１
８
６-

49-

０
３
２
１ 

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

�

62-

３
１
１
１ 

▼
問
合
せ
先 
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■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　風宴（自由詩） 

12・16（日）クリスマス親子クッキング講座

　　　　　　　　　　　＝9:30～13:00 

17（月）絵本の世界を楽しもう 

　　　　　　　　　　＝10:30～11:30 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　 

　草木染めあかね会（17日～） 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　 

　チクチクキルトサークル（～28日） 

22（土）クリスマスコンサート 

　　　　　　　　　　＝18:30～20:00 

27（木）お正月用フラワーアレンジメント 

　　　　　　　　　　＝13:30～15:00 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

28（金）阿仁地区婦人会すこやか交流会

　　　　　　　　　　＝10:00～12:00 

■文化会館
▼12・16（日）アンサンブルコンテスト

　県北地区大会＝9:30～＝入場無料 

▼23（日）鷹巣混声合唱団定期演奏会＝

　14:00～＝一般500円 

■スポーツ 
▼12・21（金）市営阿仁湯口内・松森スキー

　場安全祈願式＝湯口内及び松森スキー場 

▼１・５（土）～６（日）第60回大館北秋田

中学校スキー大会（クロスカントリー競技）

　　　　＝高津森クロスカントリーコース 

▼20（木）米内沢スキー場開き 

＝米内沢スキー場スキーハウス 

▼25（火）市営薬師山スキー場開き 

＝市営薬師山スキー場 

―　健康づくり標語　― 

できることから始めよう！

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

　
　
　
　
　
　
《
お
正
月
用
》 

日
時
　
12
月
27
日（
木
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
荒
川
弘
子
さ
ん 

      

（
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
荒
川
） 

持
ち
物
　
花
バ
サ
ミ
（
万
能
バ
サ
ミ
可
） 

材
料
代
　
２
０
０
０
円
（
花
・
容
器
代
） 

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）
　 

申
込
締
切
　
12
月
25
日（
火
） 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時
　
12
月
22
日（
土
）
18
時
30
分
〜 

場
所
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
２
階
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
無
料 

出
演
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合

唱
団
・
Ｍ
Ｍ
Ｃ 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９

■
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集 

　
国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を
役
立

て
て
い
く
た
め
、モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

応
募
資
格
　
国
有
林
に
関
心
が
あ
る
 

　
　
　
　
　
　
20
歳
以
上
の
方 

募
集
人
員
　
48
名 
締
切 

12
月
28
日（
木
） 

任
期
　
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月 

内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
モ
ニ

　
　
　
タ
ー
会
議
出
席
等
　 

問
合
せ
　
東
北
森
林
管
理
局
 

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
６-

２
２
７
４ 

■
自
衛
隊
生
徒
採
用
案
内 

応
募
資
格
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
 

　
　
　
　
※
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
 

受
付
締
切
　
１
月
８
日（
火
） 

試

験

日
　
１
月
12
日（
土
） 

会
場
　
中
央
公
民
館 

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

問
合
せ
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館
出
張
所
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い 

期
間
　
12
月
25
日（
火
）ま
で 

「
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
難
民
援
助
等
の
緊
急
救
援
事
業

や
発
展
途
上
国
を
対
象
と
し
た
開
発
協

力
事
業
の
充
実
・
発
展
に
役
立
て
ま
す
。 

受
付
窓
口
　
郵
便
局
、
各
銀
行
、
各
農
協
等
 

問
合
せ
　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
４-

２
７
３
１ 

■
映
像
大
賞
作
品
募
集 

　
〜
市
町
村
合
併
し
た
あ
な
た
の
ま
ち 

　
住
民
の
皆
さ
ん
合
併
し
て
何
か
変
わ

り
ま
し
た
か
。
便
利
に
な
っ
た
こ
と
や

新
た
な
出
会
い
な
ど
、
あ
な
た
の
ま
ち

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。 

募
集
テ
ー
マ
　 

 

「
市
町
村
合
併
を
し
た
あ
な
た
の
ま
ち
」 

募
集
内
容
　
５
分
以
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像 

応
募
資
格
　
プ
ロ
、
ア
マ
、
個
人
、
グ

ル
ー
プ
等
は
問
い
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
録
画
し
、
作
品
タ
イ
ト
ル
等
を
記
載
。

応
募
様
式
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

応
募
締
切
　
平
成
20
年
１
月
21
日（
月
） 

問
合
せ
　
総
務
省
　
映
像
大
賞
事
務
局 

　
　
　
�

０
１
２
０-

５
４
７-

７
８
１ 

■
放
送
大
学
学
生
募
集
《
４
月
入
学
》 

　
放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。
１
教
科
か
ら

学
べ
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
養

学
部
生
と
大
学
院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
期
間 

　
　
平
成
20
年
２
月
29
日（
金
）ま
で 

問
合
せ
　
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
１-

１
９
９
７ 

お
知
ら
せ

農業委員選挙人名簿登載 

　北秋田市農業委員会では、農業委

員の選挙人名簿の作成のため、12月

下旬に申請書を送付します。来年7

月には改選期を迎えることから、大

切な申請書ですのでご確認ください。 

　選挙人名簿に登載される人は、北

秋田市に住所を有して昭和63年４月

1日以前に生まれた人で 

①10ａ以上を耕作する農業経営者 

②①の同居親族か配偶者で年間にお

おむね60日以上耕作に従事する人で

す。 

同封される記載注意事項を確認のうえ、

平成20年1月10日までに返送くださ

るようお願いいたします。 

※通知が届かない等の問合わせは、

　下記事務局までお願いします。 

　市農業委員会事務局 

　　　　　　�６２－６６０９ 

申請書の提出のお願い 

平成19年度　北秋田市読書感想文・読書感想画コンクール　作品募集 

北秋田市に在住、在学、在勤する方 

読書感想文 ＊小学校の部（３年生以上で学年ごと） ＊中学校の部（学年ごと） ＊高校・一般の部 

読書感想画 ＊幼稚園・保育園の部（年長児） ＊小学校の部（１・２年生で学年ごと） 

読書感想文は、読んだ本（作品）についての感想を綴ってください。ただし、教科書、雑誌は

対象外とします。読書感想画は、読んだ本（作品）についての感想を絵に描いてください。ど

ちらも、応募作品は未発表のもので一人一点とします。 

読書感想文は、400字詰原稿用紙を使用してください。小学校の部は原稿用紙３枚以内とし、その他の部

については５枚以内とします。なお、一行目には題名、次の行に学校名・学年及び氏名をお書きください。 

読書感想画は、四つ切版の画用紙（色、縦・横は自由）を用い、素材は自由（絵の具、クレヨ

ンなど）とします。読書感想文・感想画とも、応募票に必要事項を記入の上、貼付してください。 

北秋田市材木町２番３号　北秋田市鷹巣図書館（北秋田市文化会館内） 

☆幼稚園・保育園児は、所属する園を通じて応募してください。　 

☆小・中学生は、所属する学校を通じて応募してください。 

☆高校生、一般の方は、図書館と各公民館にも応募用紙がありますので、忘れずに貼付してください。 

平成２０年１月２４日（木） 

所属する学校や園を通じて、また一般の応募者には直接通知するとともに、市の広報等で発表

いたします。 

特選、入選、佳作に選ばれた方々に、賞状と記念品を授与いたします。 

表彰式は、平成２０年２月２３日（土）市文化会館で行います。 

鷹巣図書館（市文化会館内）　�６２－３３１１ 

◆応募資格 

◆応募区分 

 

◆応募規定 

 

 

◆字数及び 

　用紙 

 

 

◆応募先等 

 

 

 

◆締切日 

◆発表 

 

◆表彰及び 

　表彰式 

◆問合せ 

健やか生活

むし歯のない子（３歳児健診）鷹巣会場 

小笠原りゅうく 

小 笠 原 れ ん  

中 嶋 は る と  

石 川 き ら と  

長 谷 川 ま み  

堀 部 い ぶ き  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

大 町  

高 村 岱  

舟 見 町  

赤 川 岱  

東 中 岱  

葛 黒  

庄 司 は る た  

金 澤 れ ん  

畠 山 は る き  

長 崎 き ょ お  

稲 葉 あ す か  

佐 藤 り ょ う  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

米 ノ 岱  

綴 子  

あけぼの町 

坊 沢  

舟 見 町  

脇 神  

第27回  元旦マラソン 

期　日　　新春１月１日（火） 

受　付　　9:00～（開会式9:50～） 

スタート　《２㎞》 10:30～ 

　　　　　《４㎞》 10:50～ 

　　　　　※市役所本庁舎周辺 

集合場所　市中央公民館 

申込締切　１２月２５日（火) 

申し込み　鷹巣体育館 

　　　　　�６２－３８００ 

大太鼓たたき初め 
～家族みんなで参加しよう～ 期　日　新春１月２日（水） 

時　間　11:00～12:00 

会　場　大太鼓の館 

　　　　展示ホール 

内　容 

　・綴子神社宮司による祈祷 

　・綴子下町、上町太鼓保存会 

　 によるたたき初め 

問合せ　大太鼓の館 

　　　　　�６３－０１１１ 
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お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

千

葉

祐

幸

 

伊

藤

紘

子

 

ひ

ろ

ゆ

き

 

ひ

ろ

こ

 
　
さ
ん 

　
さ
ん 

伊

勢

町

 

大

仙

市

 

（ 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

長
谷
川
智
之
  

三

浦

琉

生

 
 

高

橋

優

樹

 
 

太
田
屋
敷
後

 

松
山
町
 

小

又

  

二
男
 

長
男
 

長
男
 

義
夫
 

淳
司
 

英
樹
 

薫
 

千
恵
子
 

仁
美
 

と
も
ゆ
き
 

る

い

 

ゆ

う

き

 ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

慶
弔
だ
よ
り
 
11
月
16
日
〜
30
日
届
出
分 

）
 

）
 

）
 

（
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阿
仁
水
無
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■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
《
11
月
》 

　
慶
弔
費
６
万
円（
２
件
）▽
会
費
６
万
円（
７

件
）▽
そ
の
他
１
万
９
０
６
０
円（
２
件
）▽
合

計
13
万
９
０
６
０
円（
11
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出
席

し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

■
入
札
結
果
の
公
表
《
11
月
》 

　
　
　
《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
市
営
住
宅
火
災
報
知
器
設
置
工
事
▽
３
０

３
万
４
５
０
０
円
▽
東
北
武
田
電
気
工
事
㈱

北
秋
田
営
業
所
／
合
川
体
育
館
屋
根
防
水
改

修
繕
工
事
▽
３
４
３
万
３
５
０
０
円
▽
㈱
東

和
／
面
整
備
工
事（
阿
仁
合
処
理
区
そ
の
３
）

▽
３
３
６
万
円
▽
古
河
林
業
緑
化
㈱
／
ク
リ
ー

ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
１
号
炉
耐
火
物
補

修
工
事
▽
２
３
９
４
万
円
▽
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
テ
ク
ノ
㈱
秋
田
支
店
／
村
づ
く
り
交
付
金

（
農
業
集
落
排
水
単
独
事
業
）
道
城
地
区
第
０

４
２
０
３
号
工
事
▽
１
１
４
９
万
７
５
０
０

円
▽
㈲
宗
和
／
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
冷
温
水
発

生
機
取
替
工
事
▽
１
３
１
２
万
５
０
０
０
円

▽
㈱
巽
工
業
所
北
秋
田
営
業
所 

■
阿
仁
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン 

営
業
期
間
　
平
成
20
年
３
月
30
日
ま
で
毎
日

営
業
。
※
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
４
月
と
５
月
６

日
ま
で
の
土
・
休
日
を
春
ス
キ
ー
期
間
と
し

て
営
業
い
た
し
ま
す
。 

運
行
時
間
　
９
時
〜
16
時
 

　
　
　
　
　
（
下
り
最
終
乗
車
15
時
30
分
） 

ゴ
ン
ド
ラ
料
金
　
往
復
　
大
　
人
１
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
生
　
７
５
０
円 

樹
氷
見
頃
　 

　
平
成
20
年
１
月
12
日（
土
）〜
３
月
２
日（
日
） 

樹
氷
教
室
　
11
時
・
14
時
（
毎
日
開
催
） 

※
参
加
希
望
の
方
は
山
頂
駅
舎
隣
の
樹
氷
総

合
案
内
所
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
阿
仁
ス
キ
ー
場
 

　
　
　
　
�

82-

３
３
１
１ 

　
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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工
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忠
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吉
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今
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新
田
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人口と世帯数

※11月30日現在住民基本台帳による 

総人口　39,226人（67人減） 

　男　　18,521人（34人減） 

　女　　20,705人（33人減） 

　出生　  8人　転入　46人 

　死亡　55人　転出　57人 

世帯数  14,760世帯（21世帯減） 

前月比 

 

市営住宅入居者募集
①南鷹巣団地････鷹巣字平崎上岱13-2 

　ア簡易耐火２階建２ＤＫ、浴槽・風呂釜なし 

　　月額　12,700円～21,100円 

　イ簡易耐火２階建２ＤＫ、浴槽・風呂釜なし 

　　月額　14,000円～23,300円 

　ウ簡易耐火２階建３ＬＤＫ、浴槽・風呂釜なし 

　　月額　17,400円～28,900円 

②胡桃館団地････綴子字胡桃館2 

　　簡易耐火２階建３ＬＤＫ 

　　月額　18,000円～29,800円 

③明田団地････福田字明田43 

　　木造平屋３ＤＫ、浴槽・風呂釜なし 

　　月額　11,000円～18,200円 

④上新町団地････阿仁水無字上新町東裏17-1 

　　木造２階建３ＬＤＫ 

　　月額　18,200円～30,200円 

⑤比立内団地････阿仁比立内字狐台13-1 

　　木造平屋３ＤＫ 

　　月額　9,100円～15,100円 

※①－ウ及び②～⑤は単身者は申し込みできません 

※家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します 

敷　金　家賃の３ヵ月分 

入居資格　・収入基準を満たすこと 

 ・住宅に困窮していることが明らかなこと 

 ・公租公課を滞納していないこと 

 ・その他、窓口にて簡単な調査があります 

募集期間　12月17日（月）～26日（木） 

　　　　　※土日祭日を除く 

申込み・問合せ　 

①・②　市都市計画課　�６２－６６４１ 

③　　 合川支所産業建設課 �７８－２１１５ 

④・⑤　阿仁支所産業建設課 �８２－２１１４ 

税の納期限 

12月25日まで

国民健康保険税 第６期 
 

固 定 資 産 税 第４期 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認

ください 

▼診療の対象となる

のは応急の診察を要

する方です。仕事や

職場の都合で夜間診

療を受ける場合は、

診療に応じかねます。 

▼往診はしていませ

ん。年齢・病気の病

状にかかわらず事前

に当番医に電話等で

ご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

曜 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

電話番号 

60－1055 

62－1101 

62－1267 

62－2882 

63－0515 

62－2261 

62－1420 

63－0105 

63－2700 

62－1155 

72－4501 

78－3161 

78－3338 

62－1146 

62－2882 

62－1455 

医 療 機 関 名  

う え だ ク リ ニ ッ ク  

盛 岡 外 科 医 院  

と し ま 医 院  

藤 原 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

津 谷 内 科  

佐藤外科消化器科医院 

佐々木産婦人科医院  

たむら内科クリニック 

近 藤 医 院  

公立米内沢総合病院  

国民健康保険合川診療所 

疋 田 外 科 内 科 医 院  

奈 良 医 院  

藤 原 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

98 77 91 98 90 72
 

税金の納め忘れはありませんか？ 

納期限を確認のうえ、未納のある方は納

税お願いします。 

納税に関して、督促・催告に応じなく、

誓約不履行の場合、税の公平性、税収確

保のため、差し押さえを実施しています。 

問合せ　市税務課　�６２－１１１５ 

平成20年6月15日開催 

第59回 全国植樹祭 
テーマ

「手をつなごう�
���森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 

お
詫
び
と
訂
正 

　
前
号
広
報
き
た
あ
き
た
６
ペ
ー
ジ
中
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

※
写
真
中
団
体
名 

　
誤
　
浦
田
小
学
校 

　
正
　
前
田
小
学
校 

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 
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市役所・分庁舎・各支所・市文化会館

中央公民館・各地区公民館・各地区体育館

市民プール・げんきワールド・青葉荘

大野台ハイランドハウス・体育館

上杉あいターミナル

寿荘（前田）

ひまわりの家

鷹巣図書館・森吉図書館

セントラル合川・浜辺の歌音楽館

阿仁異人館・伝承館

湯の岱温泉

大太鼓の館

クウィンス森吉

薬師山スキー場・阿仁スキー場・打当温泉・森吉山荘

四季美館

ごみの収集

クリーンリサイクルセンター

し尿の汲み取り（休み＝12/29〜1/6）

１２月 

28日 
（金） 

29日 
（土） 

30日 
（日） 

31日 
（月） 

1日 
（火） 

2日 
（水） 

3日 
（木） 

年末年始のご案内（市役所・各施設・ごみ収集等）

１月 

4日 
（金） 

　市役所・各支所での各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（金）まで済ま

されるようお願いします。「●」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。 休 

● 休 
12/30・12/31・1/2の営業時間：11:00〜15:00

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 
大 太 鼓  
叩き初め 

無　休　　１日のみ７：００から営業

無　　休

ごみ収集カレンダーをご覧ください

施設の名称等

納税相談は30日まで
（市役所本庁舎のみ）

● 休 １７:００ 
まで 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

今年も走るよ！

秋田内陸線サンタ列車
１２月８日（土）〜２４日（月）

■運転時刻  

《急行もりよし１号》� 

阿仁合駅9:32発→角

館駅10:40着  

《急行もりよし２号》 

角館駅11:15発→阿仁

合駅12:20→米内沢駅

12:47→鷹巣駅13:07着  

《急行もりよし３号》 

鷹巣駅14:01発→米内沢駅14:21→阿仁合駅

14:56→松葉駅15:43→角館16:01着 

■お問合せ　秋田内陸縦貫鉄道㈱ �８２-３２３１ 

　運転士と車掌がサンタクロースに
扮し、車内をツリーやイルミネーシ
ョンでデコレーション。サンタ列車
に乗って一足早くクリスマスの雰囲
気を楽しもう！

とってもお徳！「前売リフト券」をご利用ください

●阿仁スキー場シーズン券

　阿仁スキー場では、２００７・８シーズン

の、お得な前売リフト券を販売しています。

１日券の引換券５枚つき（＋特典付）１セッ

トで１０,０００円です。特典にも魅力が

いっぱい。限定１,０００セット。

■１セット　１０,０００円 （１日券引換券５枚＋特典付）

■販売期間　平成１９年１２月２２日（土）まで
※特典

▽鰺ヶ沢プリンスホテル特別ご宿泊優待券

▽５００円の追加で鰺ヶ沢スキー場の１日券が購入できます

▽５００円の追加で雫石スキー場の８時間券が購入できます

２００７・２００８シーズン前売りリフト券

■お問合せ　阿仁スキー場 �８２-３３１１ 




